
センター長挨拶
　厳しい寒さの中にも春の兆しが感じられるころとなりましたが、皆様はお元気でお過ごしでしょうか。
　このたび、私ども東北大学ナノテク融合技術支援センターでは、すでにユーザーとなっておられる
方々やこれから課題申請を考えておられる方 に々、当センターでご提供している四つの分野の活動を
少しでもよくご理解していただく目的でニュースレターを刊行することといたしました。四半期ごとの
発行とはなりますが、私どもの支援内容や装置に関する技術的なご説明、さらに個別の課題でのト
ピックスなどを少しずつご紹介していく予定でいます。近年、ナノテクノロジーという言葉そのものは
化粧品やバイオの分野まで広く浸透してきましたが、実際にはナノテクはこれからの科学技術を推進
していくための一つのツールであるという側面が強く、それをいかに使いこなしていくか、私どもの
活動が様 な々研究教育機関や企業の方 の々お役にたてれば幸いです。
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マイクロシステム融合研究開発センター　試作コインランドリの紹介

文部科学省「先端研究施設共用イノベーション創出事業」の一環として、
大学や独立行政法人の研究施設・機器を公開し、研究相談および技術支
援を行う。

全国13の拠点（26機関）のひとつとして、４分野（ナノ計測・分析、 超微
細加工、分子・物質合成、極限環境）が支援する。

●公開事業は無料だが、「報告書」の提出が必要。
●非公開を希望する場合は装置利用料・技術支援費の実費負担とする。
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ナノテクノロジー・ネットワークについて
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イベント情報
●東北大学イノベーションフェア2010 in 仙台
　10 月 18 日に東北大学主催のイノベーションフェア 2010 in 仙台が仙台国際センターにて開催され、ＣＩＮＴＳもブース出展
し、センターの事業紹介を行いました。当日は約 900 名の入場者があり、ＣＩＮＴＳも名刺交換や即興の技術相談等をし、
皆様の我々の活動に対する関心の高さが伺えました。　

事務局だより

編 集
記後

〒980-8577　仙台市青葉区片平2丁目1-1
産学連携推進本部 3階
TEL: 022-217-6037　FAX: 022-217-6047　
Eメール : cintsoffice@rpip.tohoku.ac.jp
URL: http://cints-tohoku.jp
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　事務局が所属している産学連携推進本部には、本年度、数井寛理事が本部長に就任
されました。また、研究協力部産学連携課と同室で、ナノテクセミナーはリエゾン室の佐
藤一樹氏の企画で行いました。知的財産部とも同じ部屋で仕事をしていますので、特許
出願の紹介なども行っています。CINTS の WEB システムは、少しずつ改良を加え使い
やすくなっていますが、初めての申請者には書き込む項目が多過ぎるとの意見もありまし
た。研究者の方には近年一段と忙しさを増している中、お手数をおかけしますが、日本
の厳しい財政状況の中でのプロジェクトですので、ご理解をいただきたいと考えています。
お気軽に事務局に意見を寄せていただくことを願っています。

●ナノテクセミナー　～未来を拓くナノテクノロジー～
　11 月 11 日に CINTS と東北大学産学連携推進本部は、みやぎ高度電子機械産業振興協議会と連携して、 東北大学のナ
ノテクノロジー研究・施設を皆さまにご紹介するセミナーを開催いたしました。主に地元企業の方々が参加され、普段見ら
れない大型の電子顕微鏡を目の前に、皆様興味深そうに説明を聞いていらっしゃいました。参加頂いた方々からは「大変
よかった。」「今後、是非利用を検討したい。」等々好評のお声を頂き、盛況のうちに幕を閉じました。次回は皆様に頂いた
ご意見を参考に、より良いセミナーを開催したいと思います。

　平成２２年度より東北大学マイクロシステム融合研究開発センターの試作コインランドリと協力して皆様
を支援することとなりました。お申し込みはＣＩNTSで受付けておりますので、どうぞご利用下さいませ。
●試作コインランドリとは
　東北大学西澤潤一記念研究センター（旧半導体研究所）において MEMS を中
心とした半導体試作開発ライン（4、6 インチ）を開放しています。試作開発設備
がなくて困っている企業等が技術者を派遣して自ら試作することで、開発のリスク、
コストを軽減できます。 
 　見学もいつでも可能ですので、お気軽にご連絡下さい。

主な設備：フォトマスク作製装置、両面アライナ、EB描画装置、
 酸化拡散炉、スパッタ装置、スーパークリーンルーム
試作コインランドリHP：http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/

　2010 年は、2 名の日本人がノーベル化
学賞を授賞され、最近の閉塞感をしばし
吹き飛ばしてくれました。日本の新成長戦
略にイノベーションが掲げられて、その成

果が期待されていますが、イノベーションは、一個人
の発明とは異なり、新しいアイデアをグループで実現
させるプロセスであり、時間がかかるものです。ナノテ
クノロジーからオンリーワンの技術が生まれることは確
実であり、ニュースレターが新しいナノテク融合技術の
誕生のきっかけにつながることを期待しています。

百万ボルト電子顕微鏡室（片平キャンパス）

北海道大学

東北大学

物質・材料研究機構
産業技術総合研究所

東京大学
東京工業大学
早稲田大学

自然科学研究機構 分子科学研究所
名古屋大学、名古屋工業大学
豊田工業大学

日本原子力研究開発機構
NIMS 共用ビームステーション

大阪大学 奈良先端科学技術大学院大学

九州大学
九州シンクロトロン光研究センター
北九州産業学術推進機構
佐賀大学

東洋大学
山口大学

京都大学

立命館大学 SRセンター

広島大学

千歳科学技術大学
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ナノ計測・分析研究分野
　ナノテクノロジーはセンサーなどの超微細加工機器や半導体デバイスなどの工業製品だけではな
く、航空機のボディであるアルミニウム合金や鉄鋼など社会を支える材料の構造制御にも欠かせ
ない技術です。そして、いずれの分野にも共通して言えることは所望の特性が発現する機構を知
るためには、デバイス構造や材料組織が設計者の意図したものとなっているかどうかを確認する
必要があるということです。
　ナノ計測分野では高性能の電子顕微鏡、収束イオンビーム加工装置等を用いて様々な構造体や
材料を原子レベルまで遡って観察することにより、中小企業のものづくり現場から大学等の学術機
関の研究までをお手伝いすることを目的として活動をしています。代表的装置としては１オングスト
ロームの分解能を有する超高圧透過電子顕微鏡、分析機能を具備した収差補正型電子顕微鏡、

低加速走査型電子顕微鏡などがあげられ、４名の専属スタッフと教職員が連携して申請課題に取り組んでいます。
　最近の特徴は金属材料や酸化物薄膜などのどちらかというと標準的な物質だけではなく、バイオマス関係のテーマや
触媒応用を念頭においた微粒子の観察など、個々の課題が多様化していることです。このような幅広いご要望にお応え
するためには、申請者の方 と々私どもが事前にディスカッションを行い、どのような情報を目的としているかを正確に把握
し、そのため必要な試料加工方法と装置を提案し、そして実験を行いながら細かな条件を次々に決めていくことが必須
です。そのため個々の課題が採択されてから終了するまでに最低でも数か月の期間がかか
りますが、一方、最終的な結果は他の評価手段では得られない貴重なものです。また、デー
タの解釈には正しい結像理論やシミュレーションが必要な場合も多く、実験後に及んでも
専門的な知識は不可欠です。
　このようにややハードルが高いように思えるかもしれませんが、申請者の方々のバックグ
ランドに応じてわかりやすい説明をするように私どもスタッフは心がけています。どうかご
利用のほど、よろしくお願いいたします。

　

今野豊彦センター長

Titan80-300

分子・物質合成研究分野
　ナノテクノロジーは、半導体デバイスや超微細加工材料および構造材料な
どのハードマテリアル（硬い材料）から、ゴム･高分子や化粧品およびバイ
オ材料などのソフトマテリアル（柔らかい材料）まで、あらゆるマテリアル
に関わりのある重要な先端技術です。ハードからソフトまで材料一般に広く
利用されている基盤物質は有機分子であり、その合成や構造解析を行うの
が本研究分野のミッションです。
　例えば、ソフト電子材料に必要なパイ電子系芳香族化合物や色素増感材
料、コンポジット材料に必要な高分子
化合物、有機半導体のための機能性
分子、医薬品原料となるヘテロ環分子

や生物活性を示す光学活性分子、不斉触媒のための配位子やキラルリガンド、多
目的に使える官能性小分子など、研究者や技術者の要望にこたえて合成し供給して
います。
　また、当センター保有の最先端分析機器、例えば核磁気共鳴装置（800ＭＨｚ、
500ＭＨｚ、400ＭＨｚなど）、４軸Ｘ線構造解析装置、および高分解能質量分析
装置などを用いて構造解析の支援もおこなっています。現在まで、国内の大学や
高専の研究者、大手および中小の企業の研究者からのご要望に応えて多くの受託
合成および構造解析をおこなってきました。我々が支援した成果が特許申請に繋
がったものや、レベルの高い論文発表に繋がった例もあります。現在２名の専属ス
タッフと教職員が連携して申請課題に取り組んでいます。有機化合物の合成を必要
とされる方や構造解析でお困りの方は、ぜひ気軽にお声がけください。

田中信也支援員、ムングン・バートル支援員

核磁気共鳴装置

超微細加工研究分野
　半導体微細加工技術は，もともと集積回路を作製する技術として生まれ，MEMS（Micro 
Electro Mechanical Systems）と呼ばれるセンサやアクチュエータにも使われていますが，
今では，様 な々製品開発や科学研究のツールとしても欠くことができないものとなっています。
実際，超微細加工分野の利用者は電子部品関係の企業や公的研究機関に限らず，材料関連
の企業から天文学のためのツールを作製したい大学研究者まで様々です。リソグラフィ，エッ
チング，成膜などの微細加工技術は，異分野の方にとってはどれも敷居が高く感じられるも
のかもしれませんが，是非，我々にお気軽に相談頂ければと思います。
　超微細加工分野でどのようなサービスを提供しているか，ここに簡単に紹介します。我々は，
利用者が自分で装置や試料を取り扱い，所望の微細構造を作製するための支援をします。

受託加工はしていません。
　利用可能な装置は，露光装置，マスク描画装置，電子線露光装置，ウェットエッチ
ング装置，ドライエッチング装置，スパッタ成膜装置，蒸着器，CVD装置，酸化・拡散炉，
ウェハボンダ，電子顕微鏡をはじめとする各種観察・分析・評価装置などで，できな
い微細加工はほとんどないと言ってもよいと思います。これらの装置は本学での研究
開発に利用されているもので，利用者には学生や研究員に混ざって，これらの装置を
お使い頂きます。もちろん，各装置の利用法は，本学の経験者が丁寧にお教えします。
　利用者は研究開発内容の詳細を明かさずに，自分で装置を操作し，目的を達するこ
とも可能ですし，微細加工分野に明るくない利用者には，やりたいことを御相談頂ければ，豊富な資料・データ・経験
に基づいて，最良と思われるソリューションの提案もします。
　さらに，企業の製品開発の段階では，「試作コインランドリ」（http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/）と連携して，
小規模生産ラインのような環境で試作を行って頂けます。
　微細加工でお困りの際には，是非，我々に御相談下さい。

田中秀治准教授

極限環境（強磁場）研究分野
　極限強磁場環境分野では、強磁場を用いたナノ物質の生成、制御、解析を支援します。モー
ター用の磁石材料から情報通信まで、ナノスケールで構造と機能を制御した新磁気材料の
開発が、電気と磁気の世紀である２１世紀の産業イノベーションにとって重要となっています。
一方、リニア計画にみられるように、超伝導の応用も今後ますます進んでいきます。このよ
うな物質の解析に威力を発揮するのが極限強磁場環境です。
　東北大では、世界にも数カ所しかない定常強磁場施設を産学界に公開して、ナノテクノロ
ジー分野を支援しています。利用としては、強磁場磁石の提供だけでなく、磁気共鳴、誘
電測定、磁気測定、電気抵抗測定、光学測定、熱処理など、高度の研究開発環境が提供
されています。

　例えばナノテクセンターの研究課題として、新磁気
物質の精密な磁気特性の評価、超伝導材料の評価、
マルテンサイト物質の組織評価、磁場による材料への
新機能の付与、磁場中熱処理による磁気特性の改善
など、多数の支援研究が行われて、成果として還元さ
れています。古来においては、磁石は目に見えない不
思議な働きを持つものと考えられてきましたが、現在
では目に見えないナノスケールでの物質の制御と解析
にかかせないものとなっています。磁石のもつ魅力と
威力を活用したナノテク研究を、ぜひ使われてみては
如何でしょうか？

野尻浩之教授

無冷媒ハイブリッドマグネット テラヘルツ ESR 装置

Center for Integrated NanoTechnology Support Center for Integrated NanoTechnology Support
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います。
　また、当センター保有の最先端分析機器、例えば核磁気共鳴装置（800ＭＨｚ、
500ＭＨｚ、400ＭＨｚなど）、４軸Ｘ線構造解析装置、および高分解能質量分析
装置などを用いて構造解析の支援もおこなっています。現在まで、国内の大学や
高専の研究者、大手および中小の企業の研究者からのご要望に応えて多くの受託
合成および構造解析をおこなってきました。我々が支援した成果が特許申請に繋
がったものや、レベルの高い論文発表に繋がった例もあります。現在２名の専属ス
タッフと教職員が連携して申請課題に取り組んでいます。有機化合物の合成を必要
とされる方や構造解析でお困りの方は、ぜひ気軽にお声がけください。

田中信也支援員、ムングン・バートル支援員

核磁気共鳴装置

超微細加工研究分野
　半導体微細加工技術は，もともと集積回路を作製する技術として生まれ，MEMS（Micro 
Electro Mechanical Systems）と呼ばれるセンサやアクチュエータにも使われていますが，
今では，様 な々製品開発や科学研究のツールとしても欠くことができないものとなっています。
実際，超微細加工分野の利用者は電子部品関係の企業や公的研究機関に限らず，材料関連
の企業から天文学のためのツールを作製したい大学研究者まで様々です。リソグラフィ，エッ
チング，成膜などの微細加工技術は，異分野の方にとってはどれも敷居が高く感じられるも
のかもしれませんが，是非，我々にお気軽に相談頂ければと思います。
　超微細加工分野でどのようなサービスを提供しているか，ここに簡単に紹介します。我々は，
利用者が自分で装置や試料を取り扱い，所望の微細構造を作製するための支援をします。

受託加工はしていません。
　利用可能な装置は，露光装置，マスク描画装置，電子線露光装置，ウェットエッチ
ング装置，ドライエッチング装置，スパッタ成膜装置，蒸着器，CVD装置，酸化・拡散炉，
ウェハボンダ，電子顕微鏡をはじめとする各種観察・分析・評価装置などで，できな
い微細加工はほとんどないと言ってもよいと思います。これらの装置は本学での研究
開発に利用されているもので，利用者には学生や研究員に混ざって，これらの装置を
お使い頂きます。もちろん，各装置の利用法は，本学の経験者が丁寧にお教えします。
　利用者は研究開発内容の詳細を明かさずに，自分で装置を操作し，目的を達するこ
とも可能ですし，微細加工分野に明るくない利用者には，やりたいことを御相談頂ければ，豊富な資料・データ・経験
に基づいて，最良と思われるソリューションの提案もします。
　さらに，企業の製品開発の段階では，「試作コインランドリ」（http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/）と連携して，
小規模生産ラインのような環境で試作を行って頂けます。
　微細加工でお困りの際には，是非，我々に御相談下さい。

田中秀治准教授

極限環境（強磁場）研究分野
　極限強磁場環境分野では、強磁場を用いたナノ物質の生成、制御、解析を支援します。モー
ター用の磁石材料から情報通信まで、ナノスケールで構造と機能を制御した新磁気材料の
開発が、電気と磁気の世紀である２１世紀の産業イノベーションにとって重要となっています。
一方、リニア計画にみられるように、超伝導の応用も今後ますます進んでいきます。このよ
うな物質の解析に威力を発揮するのが極限強磁場環境です。
　東北大では、世界にも数カ所しかない定常強磁場施設を産学界に公開して、ナノテクノロ
ジー分野を支援しています。利用としては、強磁場磁石の提供だけでなく、磁気共鳴、誘
電測定、磁気測定、電気抵抗測定、光学測定、熱処理など、高度の研究開発環境が提供
されています。

　例えばナノテクセンターの研究課題として、新磁気
物質の精密な磁気特性の評価、超伝導材料の評価、
マルテンサイト物質の組織評価、磁場による材料への
新機能の付与、磁場中熱処理による磁気特性の改善
など、多数の支援研究が行われて、成果として還元さ
れています。古来においては、磁石は目に見えない不
思議な働きを持つものと考えられてきましたが、現在
では目に見えないナノスケールでの物質の制御と解析
にかかせないものとなっています。磁石のもつ魅力と
威力を活用したナノテク研究を、ぜひ使われてみては
如何でしょうか？

野尻浩之教授

無冷媒ハイブリッドマグネット テラヘルツ ESR 装置
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センター長挨拶
　厳しい寒さの中にも春の兆しが感じられるころとなりましたが、皆様はお元気でお過ごしでしょうか。
　このたび、私ども東北大学ナノテク融合技術支援センターでは、すでにユーザーとなっておられる
方々やこれから課題申請を考えておられる方 に々、当センターでご提供している四つの分野の活動を
少しでもよくご理解していただく目的でニュースレターを刊行することといたしました。四半期ごとの
発行とはなりますが、私どもの支援内容や装置に関する技術的なご説明、さらに個別の課題でのト
ピックスなどを少しずつご紹介していく予定でいます。近年、ナノテクノロジーという言葉そのものは
化粧品やバイオの分野まで広く浸透してきましたが、実際にはナノテクはこれからの科学技術を推進
していくための一つのツールであるという側面が強く、それをいかに使いこなしていくか、私どもの
活動が様 な々研究教育機関や企業の方 の々お役にたてれば幸いです。
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マイクロシステム融合研究開発センター　試作コインランドリの紹介

文部科学省「先端研究施設共用イノベーション創出事業」の一環として、
大学や独立行政法人の研究施設・機器を公開し、研究相談および技術支
援を行う。

全国13の拠点（26機関）のひとつとして、４分野（ナノ計測・分析、 超微
細加工、分子・物質合成、極限環境）が支援する。

●公開事業は無料だが、「報告書」の提出が必要。
●非公開を希望する場合は装置利用料・技術支援費の実費負担とする。

目 的

体 制

特 徴

ナノテクノロジー・ネットワークについて

第　号1

イベント情報
●東北大学イノベーションフェア2010 in 仙台
　10 月 18 日に東北大学主催のイノベーションフェア 2010 in 仙台が仙台国際センターにて開催され、ＣＩＮＴＳもブース出展
し、センターの事業紹介を行いました。当日は約 900 名の入場者があり、ＣＩＮＴＳも名刺交換や即興の技術相談等をし、
皆様の我々の活動に対する関心の高さが伺えました。　

事務局だより

編 集
記後

〒980-8577　仙台市青葉区片平2丁目1-1
産学連携推進本部 3階
TEL: 022-217-6037　FAX: 022-217-6047　
Eメール : cintsoffice@rpip.tohoku.ac.jp
URL: http://cints-tohoku.jp

東北大学
ナノテク融合技術支援センター
Center for Integrated NanoTechnology Support

ナノテクセミナーの様子
今野　豊彦
センター長

February. 2011

　事務局が所属している産学連携推進本部には、本年度、数井寛理事が本部長に就任
されました。また、研究協力部産学連携課と同室で、ナノテクセミナーはリエゾン室の佐
藤一樹氏の企画で行いました。知的財産部とも同じ部屋で仕事をしていますので、特許
出願の紹介なども行っています。CINTS の WEB システムは、少しずつ改良を加え使い
やすくなっていますが、初めての申請者には書き込む項目が多過ぎるとの意見もありまし
た。研究者の方には近年一段と忙しさを増している中、お手数をおかけしますが、日本
の厳しい財政状況の中でのプロジェクトですので、ご理解をいただきたいと考えています。
お気軽に事務局に意見を寄せていただくことを願っています。

●ナノテクセミナー　～未来を拓くナノテクノロジー～
　11 月 11 日に CINTS と東北大学産学連携推進本部は、みやぎ高度電子機械産業振興協議会と連携して、 東北大学のナ
ノテクノロジー研究・施設を皆さまにご紹介するセミナーを開催いたしました。主に地元企業の方々が参加され、普段見ら
れない大型の電子顕微鏡を目の前に、皆様興味深そうに説明を聞いていらっしゃいました。参加頂いた方々からは「大変
よかった。」「今後、是非利用を検討したい。」等々好評のお声を頂き、盛況のうちに幕を閉じました。次回は皆様に頂いた
ご意見を参考に、より良いセミナーを開催したいと思います。

　平成２２年度より東北大学マイクロシステム融合研究開発センターの試作コインランドリと協力して皆様
を支援することとなりました。お申し込みはＣＩNTSで受付けておりますので、どうぞご利用下さいませ。
●試作コインランドリとは
　東北大学西澤潤一記念研究センター（旧半導体研究所）において MEMS を中
心とした半導体試作開発ライン（4、6 インチ）を開放しています。試作開発設備
がなくて困っている企業等が技術者を派遣して自ら試作することで、開発のリスク、
コストを軽減できます。 
 　見学もいつでも可能ですので、お気軽にご連絡下さい。

主な設備：フォトマスク作製装置、両面アライナ、EB描画装置、
 酸化拡散炉、スパッタ装置、スーパークリーンルーム
試作コインランドリHP：http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/

　2010 年は、2 名の日本人がノーベル化
学賞を授賞され、最近の閉塞感をしばし
吹き飛ばしてくれました。日本の新成長戦
略にイノベーションが掲げられて、その成

果が期待されていますが、イノベーションは、一個人
の発明とは異なり、新しいアイデアをグループで実現
させるプロセスであり、時間がかかるものです。ナノテ
クノロジーからオンリーワンの技術が生まれることは確
実であり、ニュースレターが新しいナノテク融合技術の
誕生のきっかけにつながることを期待しています。

百万ボルト電子顕微鏡室（片平キャンパス）
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